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					マイホームの購入は一生に一回の買い物と表現されることもあります。それだけ巨額のお金が動く買い物というわけですが、注文住宅ではその傾向が一層顕著です。建売住宅に比べると、施工費用に対しておおむね1-3割以上のコストが加算されるのが相場です。それほどのコストを払っても注文住宅が根強い人気を誇るのは、家族が要求する理想や希望を仕上がりに反映されることができるからです。こだわるポイントと妥協点を意識して予算の枠内に収めるのが重要です。
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					設計だけではない！注文住宅の自由度の高さとは？

					注文住宅は、一般的な住宅とは異なり、顧客の要望やニーズに基づいて設計・建築される住宅です。住宅の自由は、以下の点で表現されます。
住宅では、顧客の好みやライフスタイルに合わせた独自のデザインが可能です。外観や間取りや色彩など、細部までこだわったデザインを実現することができます。
一般的な住宅では固定された間取りが多いですが、注文住宅では顧客の要望に合わせて自由に間取りを決めることができるのです。部屋の配置や広さ、使い方など生活スタイルに最適な間取りを実現できます。
機能の自由度：注文住宅では、顧客のニーズに合わせて様々な機能を組み込むことができるのです。例えば、ホームオフィスやジム、バリアフリー対応、環境に配慮した設備など自分のライフスタイルや将来の変化に合わせた機能を取り入れることができます。
住宅では、建材や仕上げ材の選択においても自由が高いです。木材や石材、タイルなどの素材を選ぶことで、独自の雰囲気やスタイルを表現することができます。
一般的な住宅では、用地の選択が限られている場合がありますが、注文住宅では顧客が建築したい場所を自由に選ぶことができるのです。都心部や自然環境に囲まれた場所など、自分の理想的なロケーションに建築することができます。

					

					注文住宅を使いやすくする動線設計の参考例

					注文住宅の動線設計において、使いやすさを重視するためには以下のような参考例があります。キッチンとダイニングエリアを近くに配置し、食材の移動や料理の運搬がスムーズに行えるようにします。キッチンの作業スペースと収納スペースも考慮し、料理の準備や後片付けが効率的に行えるようにしましょう。
ランドリールームは洗濯物の収納や洗濯機・乾燥機の配置に便利な場所に配置します。さらに収納スペースもランドリールームに近くに配置することで、洗濯物の収納やアイロン掛けなどの作業が円滑に行えるようにしましょう。バスルームと寝室はできるだけ近くに配置し、夜間のトイレや入浴時の移動を短くします。特に子供部屋や高齢者の寝室の場合には、バスルームとのアクセスを考慮した設計が重要です。
注文住宅の各部屋の間に適切な間仕切りやドアを設けることで、プライバシーを確保します。寝室や書斎など、静かな環境が求められるスペースは、他の部屋や共有スペースから離れた場所に配置することが望ましいです。衣類や書類、家具などの収納スペースを充実させることで、部屋がすっきりと片付き、日常生活が快適になります。各部屋ごとに必要な収納スペースを考慮し、必要な物がすぐに手に入るように配慮します。

					

					注文住宅の仕様や設備は本当に必要か考える

					注文住宅の仕様は設備は本当に必要かどうかしっかりと検討するようにしましょう。一口に注文住宅と言ってもそのレベルは様々であって、はっきり言えば上を見始めるときりがありません。世の中には普通の人には想像もできないくらいのお金持ちがいて、そういう人の需要や要望にも応えることがハウスメーカーの一つの使命ということもできるのですから、仕様や設備にもいくらでもハイレベルのものが存在します。もちろん、自分たちにはあまりに高価すぎるとか、到底必要と思われないようなものは即座に除外できるでしょうし、相手も普通は勧めてはきません。問題は、ワンランク上の生活が実現できそうだなどという、ちょっと頑張れば手が届くレベルのものです。向こうも商売ですから、少しでも売り上げを得ようとしてあの手この手でくすぐりを入れてくるのは絶対に間違いなく、予算面とか本当に要るのかどうかをしっかりと考えないと思わぬ失敗をすることはまず確実です。

					

					常識にとらわれない家づくりをできるのが注文住宅

					注文住宅にはたくさんの魅力がありますが、その一つに常識にとらわれない家づくりが出来るというのを挙げることが出来ます。例えば、一般的に南向きに玄関を設けた方が、日がよく当たるので家全体が明るくなるといわれますが、土地によってはあるいは周りの環境によっては南向きに玄関を設けると、プライバシーが確保しにくい場合がありますが注文住宅ですと、北向きに玄関を設けることが可能です。暗くなるのを解消するためにトップライトを設けたり、入ってすぐに中庭を作りそこに、おしゃれな樹木を一本植えることで暗さを解決するとともにおしゃれと開放感を実現します。注文住宅は常識にとらわれず、自由な発想が出来ますのでまさに世界でたった一軒だけの家が完成しますので快適な蔵債を実現できます。注文住宅の間取りやスタイルに悩んだ場合には、住宅情報雑誌を活用したりインターネットの情報が大変役に立ちますのでぜひ、参考にすることをお勧めします。

                    
                    

					統一感を出すなら注文住宅は外装と内装のデザインもトータルコーディネート

					注文住宅を建てる際に統一感を出すためには、外装と内装のデザインをトータルコーディネートすることが重要です。統一感を持った住宅は一貫性のあるデザインやテーマを通じて調和の取れた雰囲気を醸し出し、居住者にとって心地よい空間を提供します。
まず外装のデザインにおいては、建物の形状や外壁の素材、窓や玄関のデザインなどを統一します。外観の一体感を生み出すために、色彩や素材の組み合わせにも注意が必要です。例えば、現代的でモダンな住宅をイメージする場合は、シンプルで洗練された外装を採用することが適しています。
内装のデザインにおいては、床材や壁紙、照明、家具などの選定を統一的なコンセプトに基づいて行います。色調や素材の統一や、家具やアクセサリーの配置にも注意を払い、調和のとれた空間を作り出します。統一感を出すためには、デザインの一貫性だけでなく、機能性や快適性にも配慮することも大切です。生活スタイルや家族構成に応じて間取りや収納の計画を行い、住み心地の良い空間を実現します。
注文住宅では建築家やインテリアデザイナーと緊密に連携し、外装と内装のデザインをトータルにコーディネートすることで、統一感のある住宅を実現することができます。居住者の好みやライフスタイルを考慮しながら、個性的で魅力的な住まいを創り上げることができるでしょう。


					

					施工中の様子を確認できるのは注文住宅のメリット

					新築のマイホームを購入しようと考えている方も多いでしょう。新築の場合、工務店や不動産会社が建築した住宅を購入する建売住宅を購入するケースと、自分で工務店と建物請負契約を締結して家を建てる注文住宅というケースがあります。注文住宅のメリットは、自由に間取りを決めることができることが強調されていますが、ほかにもメリットがあるのをご存じですか？それは施工中の様子を確認することが出来る点です。建売住宅の場合、完成済みの家を購入することになりますので、施工中を見学することはできません。従って、柱の太さが足りていない等の欠陥を事前に確認することは不可能です。一方注文住宅は施工途中の工程を確認することが出来ますので、違和感を感じた時には、すぐに指摘することが可能です。さらに上棟式や地鎮祭を執り行うことが出来ますので、建築した家に対する愛着がより深まることは間違いないといえるでしょう。注文住宅は割高ですが、このようなメリットもありますので検討するべきです。

					

					見た目よりも使いやすさを重視したい注文住宅のデザイン

					使いやすさを重視した注文住宅のデザインは、見た目だけでなく機能性にも焦点を当てる必要があります。まず、家の間取りを考える際には、各部屋の配置やサイズに注意を払います。家族の生活スタイルや日常の動線を考慮し、効率的な間取りを作り出します。収納スペースも重要な要素です。ユーティリティルームやクローゼットなど、必要な場所に適切な収納スペースを備えることで、日常の生活がスムーズになります。
さらに、使いやすさを高めるために照明や窓の配置にも配慮します。自然光を最大限に取り入れるために大きな窓を配置し、室内の明るさを確保しまた照明の種類や配置にも工夫を凝らし、居住空間全体を明るく、快適にすることが重要です。
家具の配置にも注目しますが家具の配置は、部屋の使いやすさや動線に大きな影響を与えます。家具を配置する際には、スペースの有効活用と使い勝手の良さを考慮し、部屋全体のバランスを保ちつつ、居心地の良い空間を作り出します。
最後に、使いやすさを重視するためには、無駄のないデザインが重要です。シンプルでクリーンなデザインを採用し、必要な要素だけを取り入れることで、スッキリとした空間を実現します。注文住宅で使いやすさを考える際には、バリアフリー設計や省エネルギー設備の導入など、将来の利便性や経済性も考慮に入れることが大切です。


					

					伝統的な日本家屋からおしゃれな北欧風や西海岸風まで選べる注文住宅

					注文住宅では伝統的な日本家屋からおしゃれな北欧風や西海岸風まで、さまざまなスタイルを選ぶことができます。伝統的な日本家屋は美しい曲線や木の温もりが特徴で、和室や庭園など日本の伝統的な文化を取り入れた空間が魅力です。
一方、おしゃれな北欧風は、シンプルでミニマリストなデザインや明るい色使いが特徴で、自然素材や自然光を活かした明るい室内が印象的です。西海岸風はリラックスした雰囲気や海を感じる色彩、開放的な空間が特徴で、ゆったりとくつろげるリビングや大きな窓からの景色が魅力的です。どのスタイルを選ぶにしても注文住宅ならではの自由な発想とデザインで、自分たちの理想の住まいを実現することができます。
建築家やデザイナーとのコミュニケーションを通じて、ライフスタイルや好みに合った空間を創り上げることができるので、自分たちらしさを反映させたオリジナルな住まいが実現できるでしょう。注文住宅では選べるスタイルだけでなく、機能や設備にもこだわることができます。例えばエネルギー効率の高い設備や自然素材の使用、断熱性の向上など、環境に配慮した住まいを実現することが可能です収納スペースや間取りのカスタマイズも可能であり、自分たちの生活スタイルに合った使いやすい空間を作り上げることができます。"


					

					リフォームのしやすさは注文住宅の広報や構造で決まる

					リフォームのしやすさは、注文住宅の構造によって異なる場合があります。注文住宅は、顧客の要望に合わせて建築されるため、その構造は一軒一軒異なります。
まずそのやりやすさは基本的な構造要素に関係します。例えば、柱や梁の配置がどのようになっているか、壁や床の材料や厚みはどのようなものかなどが重要です。もし基本的な構造が堅牢で、柔軟性のある設計であればその際に変更や増改築が容易になります。
配管や電気配線の配置も重要な要素です。改築では、間取りの変更や新たな設備の導入などに伴い、配管や配線の移動や追加が必要となる場合があるのです。注文住宅の構造がこれらの変更に対応しやすいかどうかは、リフォームのしやすさに影響を与えます。
さらに、注文住宅の設計や構造によって内装や外装の変更の自由度も異なります。例えば壁の素材や色、窓の配置などが自由に変更できる場合、改築の際に自分の好みやニーズに合わせたカスタマイズがしやすくなるのです。
ただし増築のしやすさは構造だけでなく、設計や施工の質にも大きく影響されます。適切な設計と丁寧な施工が行われているかどうかも重要なポイントです。信頼できる建築会社や会社を選ぶことも、改築のしやすさを高めるために重要な要素です。







後悔しがちなデザインが個性的な注文住宅


デザインが個性的な注文住宅は、ある種の憧れではあるかもしれませんが、往々にして後悔しがちですのでしっかりと検討しておいたほうが良いです。
注文住宅は普通は一生に一度の買い物であり、最後の住処となる可能性も十分にあります。
年齢を重ね、ライフスタイルも変わるかもしれないわけで、今はこれしかないと心に刺さったデザインであっても、20年後、30年後の自分も同じと言えるでしょうか。
今が何歳かにもよりますが、仮に20年前、30年前の自分だったとすれば、そのデザインは好みだったかと自問することもできます。
時の経過とともに好みが変化し、かえって鬱陶しい家になってしまわないという保証はありません。
そして、もしライフスタイルの変化などの理由でその家を売却したくなったとしても、個性の強さが災いして買い手はなかなか見つからないことも想定されます。
つまり同程度の他の住宅と比較して安値でしか売れないかもしれませんから、このような点をしっかりと踏まえて検討すべきです。






注文住宅の資料比較は施工会社選びの基本


注文住宅の依頼先は、工務店・ハウスメーカー・設計事務所の3つです。
この中で設計事務所は家の設計のみを担当して施工については提携している工務店が行うケース、自分たちが決めた会社に施工を頼むケースのいずれかです。
基本的には家の設計のみを担当することになりますが、デザイン性が高い住宅を得意にしているなどの特徴があります。
施工会社を選ぶときには、ホームページなどの資料を基にして比較する人は多いのではないでしょうか。
どのようなこだわりがあるのか、在来工法やツーバイフォー工法など得意にしている工法および構造など、ホームページからその情報を入手できます。
工務店の場合は、小さな会社が多いのですが地域に密着した営業スタイルを持っていて、長年その地で多くの住宅を建設したといった実績がありますし、注文住宅の家を完成させた後もアフターフォローが万全の会社なら住んでいるときに何か困ったことが生じたときなど迅速な対応を行ってくれる安心感もあります。






気軽に利用できて便利なオンラインの注文住宅相談


オンラインの注文住宅相談は、気軽に利用できて便利な方法です。
忙しいスケジュールの中で時間を作ることなく、自宅やオフィスから簡単に相談ができます。

専門の建築家や設計士とリアルタイムでコミュニケーションを取ることができるでしょう。
メールやチャット、ビデオ会議などを通じて、自分の希望や予算に合わせた住宅のプランニングやデザインについて相談することができます。
様々な情報や資料を共有することも容易です。
写真や図面を送るだけでなく、ウェブ上での共同作業ツールを利用することで、リアルタイムでのプランの確認や修正もスムーズに行えます。

さらに地理的な制約もありません。
遠く離れた場所に住んでいても、インターネットを通じて建築家や設計士とのコミュニケーションを取ることができます。
これにより自分の住宅計画に関してより広い視野を持つことができます。

オンラインの注文住宅相談は、忙しい現代人にとって非常に便利で時間の節約にもなります。
自宅やオフィスから手軽に相談できるため、住宅計画についての疑問や悩みを解決することができます。
自分の理想の住まいを実現するために、利用してみましょう。






ランニングコストまで考えて導入したい注文住宅の各種設備


注文住宅の各種設備は、長期的なランニングコストを考慮して導入したいものです。
例えばエネルギー効率の高い断熱材や窓を採用することで、冷暖房費を削減できます。
太陽光パネルや風力発電システムなどの再生可能エネルギー設備を導入することで、電力料金を節約することができるでしょう。
LED照明やエネルギースター認定の家電製品を選ぶことも、電力消費を低減する手段です。

さらに給湯システムや給排水設備には省エネ性の高いオプションを選ぶことができます。
水道使用量を抑える節水設備や、高効率の給湯器を選択することで、給湯コストを削減できるでしょう。
耐久性のある低メンテナンスの設備を選ぶことも重要です。
例えば、耐震性や耐候性に優れた外装材や、メンテナンスが少ない屋根材を選ぶことで、修理や交換の頻度を減らすことができます。
これらの設備を慎重に選び、ランニングコストを最小限に抑えた注文住宅を実現することが理想です。

省エネ効果だけでなく、水道代やガス代なども考慮に入れることが重要です。
水道設備には節水型のトイレやシャワーヘッドを導入し、無駄な水の使用を抑えることができます。
給湯システムには給湯タイマーや温度調節機能を備えた高効率な機器を選ぶことで、ガスや電力の節約が可能です。






国や自治体から支援を受けられる注文住宅


注文住宅には、自治体から支援を受けて購入することができるものがあります。
この補助に関しては、様々なものが存在します。
例えば、新築住宅の購入に伴う補助金があげられます。
これは、注文住宅であっても適用される可能性が存在しますので、まずは自分が生活をしている地域でそういった補助金が存在しないかを確認しておくことが重要です。
また、税金対策として住宅ローンの利息や固定資産税を減税できる制度が存在するかどうかということも確認しておかなくてはいけません。
注文住宅に限らず、不動産の購入は住宅ローンに関連する様々な制度が存在する可能性があります。
その時代ごとに導入されている制度はかなり違いますので、必ず確認しておくことです。
同様に、金利に関して優遇されている違いもありますのでそれぞれの金融機関などに確認をしておくことが大切です。
近年では、特にバリアフリーなどの需要が高くなっていますのでそういったものに対する自治体からの支援は十分にあり得ます。
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